
『2020 年度 GPIF ポートフォリオの気候変動リスク・機会分析』正誤表 

 本誌に下記のとおり、誤りがございました。お詫びして訂正いたします。 
⾴ 誤 正 

12 ⾴ 
図表 1-8 
スコープ別のカーボンフットプリント 
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図表 1-9 
カーボンフットプリントの推移（スコープ
1+2+3） 

  
12 ⾴ 
図表 1-10 
カーボンフットプリントの推移（スコープ
1+2） 
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「カーボンインテンシティのベンチマーク
からの乖離」2 段落⽬ 

2020 年度の国内株式ポートフォリオは、ベンチマークよ
りもカーボンインテンシティが⾼い⼀⽅で、外国株式ポー
トフォリオはカーボンインテンシティが低い結果となりま
した。国内株式ポートフォリオでは、⾼排出セクターであ
る「資本財・サービス」の銘柄選択の効果が最も⼤きく影
響しています。外国株式ポートフォリオにおいては、セク
ター配分と銘柄選択の双⽅がカーボンインテンシティを引
き下げる⽅向でポジティブに寄与していることが分かりま
す。 

2020 年度の国内株式ポートフォリオのカーボンイン
テンシティはベンチマークと⼤きく変わらない⼀⽅
で、外国株式ポートフォリオはカーボンインテンシテ
ィが低い結果となりました。外国株式ポートフォリオ
においては、セクター配分と銘柄選択の双⽅がカーボ
ンインテンシティを引き下げる⽅向でポジティブに寄
与していることが分かります。 

  



18 ⾴＜誤＞ 
図表 1-19 
国内株式および外国株式のカーボンインテ
ンシティのベンチマークからの乖離の要因
分析（C/R） 
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図表 1-19 
国内株式および外国株式のカーボンインテ
ンシティのベンチマークからの乖離の要因
分析（C/R） 
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87 ⾴ 
「SDGs アディショナリティ分析」１段
落⽬ 

GPIF のポートフォリオについて、加重平均 SDGs アディ
ショナリティとベンチマークとを⽐較した結果、国内株
式、外国株式ともにベンチマークを僅かに上回る値となっ
ており、SDGs への貢献が⽐較的⼤きいポートフォリオと
なっています（図表 3）。 

GPIF のポートフォリオについて、加重平均 SDGs ア
ディショナリティとベンチマークとを⽐較した結果、
外国株式はベンチマークを僅かに上回る値となってい
る⼀⽅で、国内株式はベンチマークを下回る値となり
ました（図表 3）。 

89 ⾴ 
図表 4-9 
GPIF ポートフォリオの加重平均 SDGs
アディショナリティ 
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